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2010年 5月 10日

第3回生活保護受給者の社会的な居場所づくりと新しい公共に関する研究会

くホームレス支援〉からはじまった地域における包括的な支援の展開

NPO法人自立支援センターら、るさとの会

理事 滝脇 憲

1.  ふるさとの会の活動

(1)ミ ッシヨン

(2)地域ケアエリア

(3)利用者像

2.  困窮者をめぐる状況

(1)居住の困窮とケアの貧困

(2)「たまゆら」と「派遣村」

(3)地域に広がる困窮・生きづらさ

3.  支援のある住まいと地域社会

(1)住民ネットワーク

(2)NPO口 自治体の連携

(3)地域ケアネットワーク

4.  新たな互助の地域協働化に向けて

(1)日 常生活支援と雇用創出

(2)生活保護制度の見直しを

(3)制度の隙間を埋めるコーディネー ト機能
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6ヽるさとの会のミッション

生活困窮者が地上或のなかで、安定し

た住居を確保し、安由した生活を実

現し、社会のなかで再び人としての

役割や尊厳 :居場所を回復するため

の支援を事業として

行うこと



地域ケアェリア
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女性施設
日の出館 (台東区内)
はるかぜ (墨田区内)
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支援対象者
①働くことのできない人

高齢 ?疾病 ■障害を持つ

生活困窮者

②働くことのできる人´

働くことの可能な生活困窮者t自立支
.援
セン

タ■ :更生施設等の入所者、「ネットカフェ難
民」、様々な就労阻害要因を抱えた要保護者



ふるさとの会利用者像

雀〕言+986重L(10日 3琴著薩∋
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地域支援

グループホーム :■ 3名

地域居宅 :692名
・生保世帯 376名
・就労世帯 316名

うち、
名
アパ■卜保証 :3 65



入 所 者 稼H宿泊所、自立援助ホ丁ム)合計 257名 2010.

介護
※要介護認定

要支援 1: 5名
要介護 1:47名
要介護3:27名
申請中 : 8名

認知症患者

身体障害者手帳

1級 :12名
5級 :2名

計143(55。6%)
要支援2: 5名
要介護 2三 41名
要介護4: 9名
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(要介護認定問わず)
92髪1(35日  80/o)

三障害 手帳取得者  計85名 (33。1%)
療育手帳 (愛の手帳)

1度 :O名  2度 :O名  3度 :O名  4度 :7名
計7名

精神障害者保健福祉手帳
1級 :2名   2級 :16名 3級 :3名

計21名

4級 :14名

計57名

(65歳以上が158名 61.5%)

【年齢構成】257名総計

要介

いアチ'
護・三障害
れかに該当する
213/257

(82。9%)



:自立援助ホァム
東駒形荘 (墨田区)

自立援助ホーム

ホテル三晃 (台東区)
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ふるさとの会

居住支援

第二種社会福祉事業宿泊所
せせらぎ館 (墨田区)

自立援助ホTム
寿々喜屋ハウス
|(墨田区)

自立援助ホーム

晃荘 (墨田区) 精神障害者グループホーム
ふるさとホーム (墨田区)
2ユニット

第二種社会福祉事業宿泊所
千東館 (台東区)

第二種社会福祉事業宿泊所
日の出館 (台東区)
女l性専用
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※日常生活支援に求められる内容

医療・保健・福祉の⇒

専門性

←家族的機能を土台に課題解決

※日常生活支援(家族的機能)での二―ズ把握
※多様な利用者への個別的で多様な生活支援への取り組みとコーディネート
※利用者が支援者を選ぶ
※「生活のゆがみ」の回復は「生活支援」から十医療などと連携⇔医療優先では成立しない

ケ■ス記録作成、
カンフアレンス主催、

医療・行政機関らとの調整t

感染症対応、

会サービス導入など
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地域ケア連携をすすめる会
共同呼びかけ人 代表 浅草病院医師 本田徹

友愛会理事長 吐師秀典
ふるさとの会理事長 佐久間裕章

所属一覧
【在宅診療・看護・介護・薬局等】
かとう医院 (事務長)、 浅草病院 (医師、看護師、MSW)、  亀戸中央通リクリニック (コーディネータニ)、 塩り|1内
科 (院長)、 川崎メンタルクリニック (院長、PSW)、 入谷歯科 (部長)、 スズキ鍼灸整骨院 (院長)、 コスモ薬局 (代
表取締役)、 げんきケアザニビス (代表取締役、̀相談員)、 アイ・サポート (代表取締役)、 あさくさ地域包括センター

(介護係長代行)、 マルコ食品 (管理責任者)、 ヘメリく―ステーションふるさと (ケアマネニジャー)

【病院・診療所】     ,
信愛病院 (MSW)、 賛育会病院 (MSW)、 国立国際医療センターエイズ治療・研究開発センター (患者支援調整官)、
浅車寺病院 (MSW、 看護師)、 椿診療所 。永寿綜合病院 (医師)、 社会保険中央病院 (看護師)
【行政・福祉事務所】
東京都保護課 (指導担当係長)、 城北労働福祉センター (管理係長)、 新宿区福祉事務所 (相談係長、生活福祉第一係

長)、 東京ソニシャルワーク (代表)、 墨田区福祉事務所 (CW)、 日本堤消防署 (救急係長)
【山谷地域NPO】

訪間看護ステーションコスモス (理事長、看護師、ケアマネージャー)、 友愛会 (理事長、主任)、 山友会 (代表理事、

相談員)、 ふるさとの会 (代表理事)
【大学・研究機関】                                        |
国立社会保障 0人口問題研究所 (室長)、 国立精神・神経センター精神保健研究所 (精神保健計画部長)、 東京女子医

大看護学部 (准教授)
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地域ケア連携をすすめる会 第1回総会記念シンポジウム

「単身低所得高齢者・障害者の地域生活支援と居宅サービスご

医療サ下ビスの連携」

日時:2010年2月 13日 (土 )14時ん17時半
会場:台東区立台東病院会議室_             ‐

参加者 :医療口介護従事者、福祉事業者、ホニムレス支援団体、研究者、行政関係者、
報道機関、弁護士等、47団体より計126名が参加

記念講演「認知症ケアから見た単身困窮高齢者の地域生活支援」
粟田主―氏東京都健康長寿医療センター 自立促進と介護予防研究チーム 研究部長
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宿 泊
‐
所 (者「内16忠施設 定員5′ 174名 )

H17 宿泊所「あさぎり荘」利用者刺殺事件‐
H20 宿泊所「さくら関町南ハウス」利用者が寮長に対してt刺殺事件
H21 宿泊所「向島荘」元寮長が利用者に対して、傷害致死事件

宿泊所 W荘への訪問   |  ※要介護者への排除    '
寮長 :昼から飲酒 「うちは自立支援でやうているから、手のかかる人には対応できない.…」

寮内:当番制 便所掃除、風呂掃除等
食事 :カップめん

簡易宿泊所 (ドヤ)(1704T被保護3,000名 )
簡易旅館A荘 (素泊まり)
地域包括支援センターから訪間サービス依頼

居室 :2畳 畳が腐りtネズミの糞が散乱
利用者 :認知症 衣類と布団に便が付着  便臭により他利用者から苦情
トイレ:和式 (しやがむことができない)

管理人:Fはゃく出ていうてほしい」

→要介護単身高齢者が安定して暮らすことのできない
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家族の支えがなく、疾病・障害を抱える低所得高齢者のための

居住セ■フティネットの必要性
1        従来の福祉供給

病院→平均在院日数規定、療養病床の縮小、医療区分の導入などに
より社会的退院  _
保護施設・宿泊所ム要介護高齢者のケア体制困難

÷   特層1養護老人ホームら量度の要介護者中心、ホテルコスト負担
養護老人ホーム→自立または軽度の要介護者中Iい

病院 :者5内→都外へ拡大
有料ホ■ム (無届含む):都内→都外へ拡大

中軽度の介護を要する低所得高齢者の生活基盤が確保できず
単身、低所得、要介護高齢者の住まいと、安心してケアを受けら
れるシステムづくリヘ



翠似釈稲

-15-



１
４
０
１

就労支援をめぐる背景
・年末年始の「派遣村Jをめぐる動きをうけて、
若年・稼働年齢層の生活保護申請が急増 :

生活保護申請が二′5γ l.8倍に。
S区ではCWの担当が120ケ■
現金給付で精いつぱいで、自立

支援に手が回らない。
・住所不定のままの現金給付。

保護受給後の失踪あいつぐ。

12/22 都通知 :カプセルホテル・サウナヘ
住宅扶助1.3倍額69′ 800円を計上可能の見解

軸 治棒握調書鰺声

轟鑢
が必要

ケニスワ■カーの人件費などlま全
額、日が負捜して|=しい1

編癬観認宇鏑鐘亀ぎ
た。年金の鍋題も:あわ、社会保険労
務士などの配置費用も国に補助し
て1承しい

織        腱嘗奮賛璽電
機80世帯の受け持ちは多すぎる

高齢者の単身世帯や精神障害者.薬
物依存書など繁:援が困難標ケース
が1曽えている

事務処理に追わ組、家鍵訪間が十分
|こできない

支給決定事務に追われ、自立支援が
手薄になつていろ



コミユニティビジネスと雇用

自立援助ホームを基点に    |
豊   困窮単身/高齢・要介護・三障害を抱える方ヘ:   
地域密着サニビスを提供する事業を    1
コミュニティビジネスとし、 【雇用】を生み出す



雇用実績(lol.3現在)

ふるさとの会 186名 職員のうち

元ホームレス、被保護者等  フ2名を雇用
8%) |

10.1～緊急就労 :居住支援事業 (都受託) 10名雇用
ふるさとの会 29名

株式会社ふるさと   33名 清掃

ヘノ

"く

ニステニション  10名

職場体験請習156名受け入れ実績
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ヘルバニステニションと給食センター
ヘメリ ―ヾ派遣事業 '(訪間介護ステーション)
「ヘプリく―ステーシ∃ンふるさと」は、ふるさ
との会各宿泊所や地域で二人暮らしの介護が必要
な高齢者等にヘプリく二の派遣を行つています。ま
た、ホームヘリ″く一育成により、ヘプリく-2級取得
による就労自立を目指す男性のための資格取得後
の受け皿としての機能も持っています。介護福祉
を担う男性ヘリリく一育成の場としての役割も担つ
ています。
2003年 10月 より居宅介護支援事業を開始し、
現在は、ケアプラン作成からヘノ″く―派遣までト
ータリレ的なサービスの提供を行つています。

・ この事業は、宿泊所運営と介護サービスの提供
を明確に分離するため、2002年 9月より「有限会
社ひまわり Nぱ―ステーションふるさと」の事業として
運営しています。
事業者番号 :1370601245、

2005年 12月 22日 に給食センターを開設しま
した。ふるさとホテル三晃の立ち上げに伴い、
ふるさとの会が運営する宿泊所および自立援
助ホームでの配食を効率よく行い、また利用
者さんの生活の質の向上のためt一元化する
こととしました。味、栄養イ面ともに均一な 3
食をきちんと提供することでt生活のリズム
を整えてもらいたいと考えています。1

現在、各施設の賄いさんに混じつて地域移
行支援事業でアパートヘの入居をされた方た
ちが力をあわせて、9ヶ所の宿泊所および自
立援助ホーム(朝昼夕)およびいろは商店街で

行つているリビングサTビスの利用者さん(昼
のみ)へ、毎日合計約650食の調理および配達
を行つています。
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雇用側が就労をされる方のペース に合わせて職場環境を整える。

の

見守り、就業時間、労働内容などフレキシフリレに対応することで
「リノヽ

ネット
カフェ

ケア付就労
支援プログラム

就労支援
ホーム

自立支援
センタ■



S区生活保護受給
プログラム事例 :30代女性 09か月乳児の母子世帯
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地域での相談拠点 (生活支援の継続)

地域生活支援センター「台東」
(台東区いろは商店街)ｌ

Ｎ
●
ｌ
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地域生活支援 (アフターケア)

(居宅)アパート 692名

・地域生活支援センタニ (共同リビング)
台東、すみだ 326名

・地域生活移行支援事業

生活サポート:380名

・元ホームレス被保護者自立生活
支援プログラム

墨田区委託事業 62名

豊島区委託事業 70名

【城北労働・福祉センター分館敬老室】
管理委託  100名 /日

地域生活支援サービス

生活支援サービス
・介護事業所と連携による日常生活支援
・訪問安否確認
・金銭管理 (任意)
・来所生活相談
・四季のイベント (花見、花火、ノヾス旅行、クリスマス

会など)   、

コーデイネ=卜・サ7ビス
・医師、保健師、ケアマネ等とカンフアレンス開催
・介護認定立会い
0年金などの各種手続き相談 `代行
・通院受診援助
・法テラス相談同行



地域生活支援サ■ビス

生活支援サービス
:・ 介護事業所と連携による日常生活支援
・訪問安否確認
・金銭管理 (任意)      1     ‐

:来所生活相談       ‐

ま   ・四季のイベント (花見、花火、バス旅行、クリスマス会:  
など)

:コ
ーディネT卜・サ■ビス
・医師、保健師、ケアマネ等とカンフアレンス開催
・介護認定立会い
. ・年金などの各種手続き相談・代行
0通院受診援助
: ・法テラス相談同行
・家主との交渉立会い



アパート保証 (居住支援の継続)

株式会社ふるさと  賃貸借保証事業

◇事業内容  : 賃料滞納と原状回復費用の保証を行う    r

コンセプト
・NPO法人 ふるさとの会地域生活支援センターと連携、生活支援継
続で

Ｉ
Ｎ
刊
‥

不動産屋取弓l実績

都内12区t他県 1市  計80店舗

保証契約実績
1)生活保護受給者    320名    :
2)一般利用者      45名

計365名  (H22日二現在)
※同業他社と比較しても不動産屋に好評



ふ る さ と 共 済 会 供 同購入・販売)

毅 爾 1亥
鑽甲鶉饒難l蝿饉嶽販売します|
r… … …‐ …… …… …… …… …… …… ……・・… …撃・ 甲`

ｌ
Ｎ
∞
―

「も、るさとJメンアヽ―ズカード登録のお知らせ。
※会員登録には1000錦 (年余費)が必要です。
会員登録すると、上記のお米・野菜 衣ヽ類 。お花が

センター「すみだ」で購入できます。

今回は特別に、先着100名様に
特典

1キログラム(500円相当)②ジ
0おせち料理31換券をブレゼント

撻所 :llb鴫鶯透露滅 センター「 りみだ」

蜂錮 :13略～ 460孝
鮮縫
'12月
27餞

TEL103-5819～ 3254
0120～ 6 7tD-820(フ リ=ダイヤ

ノい

鑢
一一Ｉ
織

ヨガ
教室

‖liレロ

'セ

甲
|'oお‖らせ||

鶉
‐
聰1‐  R霜
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ボランテイアサークJレふるさとの会

活動内容
○ (財)城北労働・福祉センター分館敬老室 日曜開放プログラム
第一日曜日  「涸橋名画座」
第二日曜日  「ドリンク DAY」
第三日曜日  「昼食提供 ,特別行事」

○山谷夏祭 り  8月 8 ・ 9日 開催
◇炊き出し数
両日とも約700食

○台東区みんなのひろば祭り
開催
○越年冬祭り  12月 29日～

11月 3日

学生・研究員インターン受け入れ :市民社会創造ファンド、

埼玉大学、法政大学、慶応大学、武蔵大学、東京女学館大学など

◇炊き出し数 昨年12/29～ 1/3
6日間合計787名 1′964

食

日

一
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ねじ工場として地域にそ
富製作所』の建物を改装し、ギャラリースペTスとして新
たにオープンしました。.

アートの楽しみ方に出会う「場」を提供するとともに、コ

ミュニティカフエとして、ふるさとの会事業の利用者、ポ

ランティア、職員、地域の方々などが集い、自由に情報を



中  :支援付き住宅の制度化・研究



厚生労働省記者クラブにて、
「高齢の生活困窮者が安′いして生きていける『支援付き住宅』の緊急提言」

高齢被保護者等の地域における居住確保と

ケアの二‐ズ調査及びシステム構築の方法に関する研究会

委員長
山岡義典 日本NPOセンター 代表理事

‥
ω
Ｎ
ｌ

委員
高橋紘士

布川日佐史
竹島正

本田徹

井上孝義
尾上義和
的場由木
瀧脇憲

立教大学 教授

静岡大学人文学部、教授

国立精神・神経センター 部長

浅草病院 医師

東社協 医療部会MSW分科会 会長
藤沢市保健所 精神保健福祉士

保健師 すまい日まちづくり支援機構理事

ふるさとの会理事

事務局
水田恵 すまい・まちづくり支援機構代表理事



螂 : 理011ユ零4月
｀
1難日・囀轟 中

―

地域に広がる困窮甲生きづらさ
2,111:年 4月 10自1懇Tl1 5ぺ■ジ

生購株譲「受給せ
―
ずJ

厚労省に推計値2つ
受織者難殺寧 全国平均撥惜手

法
亀
織
い
、な
お
調
輩

暑

簑

繊
撻
轟
露
け
て
い
撻
沢
減
邊
賀
難
騰
予
ｉ
塁
鱗
貯

・警

墨

置
整
彎
舞

（露
Ｘ
学
年
）
聾
露
希

篭養
慮
車
Ｉ
旗
騒
警
各
郵
碁
め
排
酎

穣

豊

警

麟

量

轟

理

，
梅

警
じ
盤
１
癬
麟
懇
金
警

釈
鷹
認

電

警

ヽ

生
機
水
準
に
響
φ
三
横
瞥
申
で
、
中
国
の

推
計
デ
ー
タ
を
熱
と
に
基
体
化
疑
強
導

魂
撫
覇
轟
塁
群
に
露

で
、
趣
馨

義

一曇
ヽ

鷺

態
調
青
は
標
計
霧
攣
争
と
に
劇
べ
て
い

ま
「
撃
駆
響
窪
豊
薔
軍
麗
〓
幾
嘔
構

熟
霊
園
里
溌
券
那
Ｌ
蒸
聯
照
Ｉ
Ｅ
濯

ど
も
癬
響
し
て
い
モ
壼
Ｅ
轟
登
ｒ

畿
音
堡
黎
辱
機
譜
聾
壼
緑
鋳
覆
よ

り
で
慮
頚
仲
り
、
歯
曇
轟
繋
薦
嚇
リ
ユ轟覆
の
雄
ち
」

…

驚

骨

務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

署

露

魯

纂

饉
藤
賜
陽
翠
電
″
所
懸
畿
層
曖
デ
「
鳥
啜
贅
爾
鷲

れ
驚
い
社
〔
，
闘
管
儡
置
澤
は

宜
高
『

興
な
轟
〓
つ
の
デ
「
察
が
機
な
。
今
後

資

毒

覇

攀

轟

察

轟

轟

け
た
い
』
と
し
て
い
畿

轟

選

堰

琴

て
蹴

轟

暴

懸

、‐
２

中
■
誉
津
感
鸞
野
ム
当
た
機
戯
攣
嘉
Ａ
と
、
由
目

平
均
働
會
暢
を
瀬
え
轟
こ
と
が
静
日
、
揮
豊
労
磯

書
の
機
章
で
明
ら
か
縛
蹴
，
た
「
義
機
霧
顧
費
輪

者
□
自
裁
率
を
出
し
た
０
構
靱
め
て
，
一つ
つ
鮮
な

ど
贅
議
が
あ
う
人
働
理
合
鱗
轟
い
こ
と
が
鸞
曇
苫

見
じ
れ
る
。

一鯖
奪
ゎ
ら
疇
年
に
つ
い
て
全
胸
辱
福
社
事
務
所

勢
攀
置
を
裁
と
勘
た
．
騒
筆
蘭
懸
無
独
者
は
計
２

４
爆
５
人
で
、
鶯
万
人
当
た
り
み
自
穀
議
職
孵
澪

灘
露
・
４
Ａ
「
総
馨
が
継
哺
８
人
、
田
率
が
贈
゛

苺
八

，
と
年
々
鱗
趨
。
館
露
輸
全
結
平
均

（苺

・
３

心

を
主

電

基

琴

電

導
壕

ぽ

轟

諄

た

受
揚
者
①
僻
ｏ
２
％
に
紺
糠
鏡
慧
瀬
あ
り
ヽ
坐
Ａ

口
に
占
め
る
覇
締
欝
議
０
人
０
饉
脅

【難
紺
■

・

５
鴨
）
と
逃
べ
て
嘉
瀞
う
た
。
無
省
聴
今
横
、
標

祉
難

難

精
撃

蒜

轟

薄

縮
書

羞

な
ど
を
検
鸞
子
風
猟

ｌ
ω
ω
ｌ

t8_B           諄耽
・
暴
・
3ご嗅
"・
さ鷹 し
“
#=

‐

―

― 中

-
・・

“

嵐1鮨鵡ヨ颯



支援付き住宅の基本コンセプト

ｌ
ω
ヽ
１



在宅生活継続を支えるサポートセンター及びサポートセンターが管理運営する

支援付き居住セーフティネットと「支援付き住宅」基本モデル

ｌ
ω
ｕ
ｌ

困窮・単身高齢者向けの

新たな社会資源をつくる

病院
福祉施設
特養ホーム

在宅診療所等
社会サービス簡易旅館

宿泊所

福祉事務所

就労支援ホ=ム

地1戯:糧



支援付き住宅研究会の

提言と制度提案

ｌ
ω
Ｏ
‥

①生活保護制度の改善
・地域生活支援扶助の現物給付 (単独給付含む)

②生活支援とコーディネ■卜業務の民:問委託

③地域協働型支援付き住宅の制度化



生活保護の原則
生活保護法
第 1条 この法律は、日本国憲法第25条に規定する理念に基き、国が生活に困窮
するすべての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その最低

限度め生活を保障するとともに、その自立を助長することを目的とするO

自立支援プ由グラム :

①就労自立支援
②日常生活自立支援

当   ③社会生活自立支援
:



～高齢化社会に合わせた制度改善～

・保護改廃、金銭給付等業務
・社会サニビス導入コニデイ
ネニト業務
→ケ‐スワーカーの増員

・生活支援業務を地域で活動
する民間NPOへ業務委託
→「居宅安定化事業」  |

生活保護制度改善の制度提案

‥
ω
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8扶助に加え、「地域生活支援扶助」の創設・単独給付



ｌ
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日常生活支援 .¨

①従来福祉の資格(社会福祉士等)を前提にしない

→疾病、障害等の基礎知識と初期対応

→派遣切り等失職した若年稼働層の雇用

②生活支援サニビスの協働化 ´

→互助機能  ・江戸化、長屋化
・サービス対価システムの確立

③日常生活支援の地域協働化 (互助機能の拡充強化)

→地域住民との共感、課題の共有
´

→地域の介護力〈互助機能)の再生
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地域社会関係資本の再活性化による地域社会問題の解決

地域の空き物件を活用

・商業ビルを共同住宅へ転用
0空き店舗を事務所ヘ

自立援助ホーム開設、

ケアセンター開設
・認知症特化型
・就労支援ホ=ム・地域生活支援センター

―
ヽ
一
‥



社
会
保
障
分
野

需要 1億円あたりの雇用倉1出人数

18′ 609

10′572

9′970

9′901

6′342

単位 :人

24′786

―
ヽ
Ｎ
ｌ

介護

社会福祉

医療

公共事業

運輸

農林水産業

国立社会保障・人口問題研究所
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高齢者支援で様々な地域課題,の解決べ貢献

住み慣れた地域で暮らし続ける

→困窮単身/要介護高齢者が在宅で暮らし続けることができる

→「たまゆら」等都外ではなく、地域で暮らし続けられることができる

雇 用 確 保

→日常生活支援をケアする臨時的軽易な、しごと・雇用を創出

(施設管理清掃、給食・調理補助、配達・見守りなど)

→介護等の専門ケア,スタッフの雇用創出          ‐

→困窮母子世帯など貧困の連鎖を食い止める

防犯口防災  /
→老朽・廃墟の空き家をリフォーム、建て直しの促進

→ケアスタッフ、往診訪問サービスなどで人の往来発生

社会資源の'有効活用・活性化
・
→既存住宅ストックの活用による人とカネの呼び戻し

→医療機関の変化(療養病床から救急医療受|す入れと在宅医療へ)

→小売業の変化(店舗タイプから訪問販売タイプなど弾力的対応)

従来の地域互助機能を回復



伸決州で最測単典　．

ＳＮ蝶図決州９＃伸抑世〓喋ヽｒ葉暉

『
，
ｓＣＮ約ヾ二ゝ
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特定罪営澤感活動漱 自 立 支 援 セ ン タ ー

,111111111111111111111111111111111111111tllllllllllllllillllll1111111111111111111::lllllll:llllllllllllllllllllilllllllllllllllllllilllllllllll

ふるさとの会の社会使命

事礫療構巨リア

組織概要
特定非営利活動法人 自立支援センター15~ると の会

1990年 1月 1日 (法人認証 :1999年 10月 )

〒111-0031 東京都台東区千東 43)6-不

|ヒL03-38768150 FAX03-3876-7950

ホーAL/7支援のパランティアグループとして、1990年に

「ポランテイアサークルぶるさとの会」としてスタート。

1999年に特定非営利活動法人の認証を受け、法人格を取得。

代表理事 佐久間 裕章

宿泊所 103名、自立援助ホーム 1イ 名、就労支援本一ム 31名、

グリトプホーム 13名、地域居宅 692名 総計 986名

生活困窮者が地域のなかで、安定した住居を確保し、

安心した生活を実現し、社会のなかで再び役割や人

としての尊厳・居場所を回復するための支援を事業

としてイ予うと

名   称
設   立
所 在 地

成 り立 ち

代 表 者
利用者数

関 連 団 体

・ポランシ アサークル ふるさとの会
・有限会社 ひまわり
・株式会社 ぶると
。有限責任事業組合 新宿・山谷ネットワつ
。特定非営利活動法人 す乱 。ヽまちづくり支援機構
・更生保護法人 同歩会       

｀

(1990年設立 :夏祭り。越年事業等の開催)
(2002年設立 :介護事業)
(2007年設立 :建物清掃事業・賃貸借保証事業)
(2008年設立 :就労支援相談事業)
(2009年認証 :企画。起業支援事業)
(2009年認可 :更生保護相談事詢

年間事業規模

社員数

職員数

7億9百万円 (グノトブ 09年実総

18名

186 名
ls~lると の会職員数

0ひまわり職員数
に 登録職員数

110名 (内常勤 46名非常勤 643)
40名 (内常勤7名非常勤 33名 )
331ヨ

鰈りDすまい」ちづくり職員数  3名 (内常勤 3名 )
<2010年 3月現在>

田 区

鋏鍼夢ン寧が言
① 社会的企業への資金調達を目的とした
「含同会社r31るさと」  

一

:
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ふるさとの会の主な事業
特定非営驀活動法人 自立支援センタTrrlるさとの会

○ 多様な利用者の居住支援

4か所の宿泊所と、4か所の自立援助ホーム、 1か所の

旅館を運営しています。支援の必要な独居高齢者や障害

者、地域の高齢者を含め 213名の利用者に住居を提供し

ています。

○ 生活支援と社会サ■ビスのコ
ニデイネー ト

24時間365日職員が常駐し生活をサポートしています。

見守りと緊急時の対応、金銭管理、服薬のサベートや、

三食の食事提供を行っています。また、利用者のニーズ               ↑

に応じて、往診や訪問介護など専門的な社会サービス導    2009年 5月開設ふるさと晃荘

入のコーデイネートを担っています。

ふるさとホテル三晃       78名
古ξ爵書
と予荘の ふるさと難   博名

自立支援型宿泊所・自立援助ホーム等の運営

ふるさと東駒形荘       12名   認知症対応
|   ふるさと寿々喜屋ハウス    20名

雄

ふるさと寿 喜々屋   旅館 朝日館'        ¬6名
ハウスの内装 ↓

2010囀月開設
旅館朝日館 →

↑ 2010年 2月 開設
ふるさと寿 喜々屋八ウス

○入谷給食センター

食事と介護の提供 & 就労機会の創出

栄費士がつくつた献立に ,

基づいて食事を作り、各事

業所へ配送しています。

宿泊所。自立援助ホームお

よび地域生活支援センタ
ーの利用者さんへ毎日含

計650食を提供していま
す。

地域のケアマネージャ
‐が作成するケアプラ

ンに基づき、入浴や通院

などの介護を提供して

います。
ヘルバーを目指す人た

ちの就労先としてヘル

パー育成にも、力を入れ

ています。

○ヘルバーステーション
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地域生活支援事業

慇ヾ 蒸↓魚 轟覇王 Fy/7

○ 地域生活支援センター「すみだ」

「ホームレス地域生活移行支援事業」にようて路上生活から地域でのアパート生活に移つた方、アパート保証を通
して地域で生活を営み始めた方など計42名のアフターケアを継続して行なつています。

○ 墨田区元ホームレス被保護者自立生活支援プログラム
墨田区からの委託をうけて元ホームレス被保護者の地域生活を支援
しています。アパートや民間の宿泊施設、簡易旅館で生活を送る被
保護者を対象として、自立にむけた生活をサポートします。

(21年度は 62名が支援の対象)

0精神障害者グループホームふるさとホーム
2ユニ
'卜
(定員7名・ 6名)運

営。

利用者は日中作業所や授産施設な

どに通 つています。また、地域の

商店などのご協力で就労体験など

も行つています。

○ 地域生活支援センター「台東」

簡易旅館またはアパートにお住まいて、主に生活保護を受けている方、計 112名への支援をしています。
共同リピング (日中の居場所)。 食事提供・家事援助 :安否確認 。金銭管理などを行つています。

合東工 ry/7

*(財)東京都高齢者研究・福祉振興財団の助成により運営

○ 敬老室管理委託事業
城北労働・福祉センター分館敬老室の管理・運営をしています。
日中の居場所提供、ラジオ体操のほか、シャワー室利用、訪間

看護ステーションコスモスによる健康相談、山谷マックによる

酒害相談なども行つています。            ,

○ ふるさと共済会
米や新鮮野菜、古着などの生活必需品を安価で

販売しています (ガレージセール)。 その他、無

料健康相談会 (東京都社会福祉協議会医療部

会)、 イベントや講習会の開催等を毎月行つてい

ます。会員登録者数 103名 (2010年 3月現在)

就労支援事業

○就労支援ホーム

居住支援と就労支援を総合的に行いま

す。台東区および墨田区に 3か所、計
22世帯 (男性 16名、母子・女性 6世
帯)を受け入れています。生活上の困難
を抱える、母子家庭や少年への就労支援

と生活のサポートに力を入れています。

O緊急就労・居住支援事業
困難な問題を抱えたホームレスを対象と

して、就労の機会を提供臥 併せて居住

支援、生活支援を行うことにより、彼ら

の自立を促進します。21年度は 10名
が支援の対象。(東京都からの委託事業)

○ワァクステ‐シヨンふるさと

母子家庭をはじめ、身体状況から就労に就く

ことが難しい精神。身体障害者等さまざまな

就労阻害要因を抱える方々に対して、技能講

習のコーディネート、臨時・軽易な仕事の相

談 ,斡旋を行つています:

※有料職業紹介事業許可番号 13-ユー30009

0ホームレス就業支援推進協議会への参加
厚生労働省の委託による事業として、ホーム

レス状態からアパート生活に移行した人た

ちへの職業紹介、求人開拓、職場体験請習 (延
べ受入れ数は 156名)などを行います。
現在7名の方がふるさとの会で受講後(株式
会社ふるさとで雇用されています。

(2010年 3月現在)
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艤 懲破臨 診 ～種宅奔議サービスを提膜は ず～

自立援助ホーム「ふるさと東駒形荘」
ヘルバーステーションふるさと
訪間介護・居宅介護支援

要介護高齢者、特に認知症の方を対象とした定員 12名の
自立援助ホームです。

四季折々の行事の他、

1年に2回程度、
「認知症予防合宿」と

題しての温泉旅行を

しています。

←クリスマス会の様子

地域の宿泊所 。自立援助ホームで暮らす要介護高齢者

や障害者、一人暮らしをしている高齢者等にベルバー

の派遣やケアプランの作成を行つています6

利用契約者 142名

*事業者番号 :

1370601%

締醍難ふるさと～雇用の創出と居住支援～
ビルメンテナンス事業部

契約更新及び新規賃貸契約に伴うアパート

賃貸借保証を行なつています。
これまで賃貸借保証契約を締結した方は

365名となっています。
(2010年 3月現在)

ふるさとの会の各事業所での清掃、調理補助、イベントの会場設営、

部屋の片付け、31越しなどを主に請け負つています。その他、台東区

役所、台東区社会福祉協議会などから仕事の紹介を受けています。

<実績>  、
契約社員 :  計 87名
路上生活者 :   3名
移行支援参加者 :66名
生活保護受給者 :17名
日雇労働者 :   1名

過去就労総計 :328名
(2010年 3月末現在)

雇用の創出を図ると同時に『総合評価一般競争入札』への参加を目標

に事業をすすめております。

Go‖ery Cof6三富製作所

NPO法 人新宿ホ‐ムレス支援
機構とふるさとの会の連携によ

り、山谷地域および新宿地域に

おいて就労支援ホームを運営

臥 就労支援を行つています。

08年 12月開設
就労支援ホーム「 2丁ロハウス」
(台東区日本堤 11名定員)
10年 2月
就ガ支援ホーム「北新ハウス」

(新宿区新大ス保 8名定員)

ねじ工場として地域にその歴史を刻んてきた『有限会社
=富
製作所』の建物を改装

し、就労支援ホームおよび生活再建相談センター(そして、ギャラリースペースと
して新たにオニプンしました。

アートの楽しみ方に出会う「場」を提供すると

ともに、コミュニティカフェとして、ふるさと

の会事業の利用者、ポランティア、職員、地域

の方々などが集い、自由に情報を交換しなが

ら、くつろげる「場」を目指しています。

一工場として地域のランドマァクとして存在していたそ
の機能を継承臥 ギャラリーカフェとして、用途を新
たにした建物のtコミュニティの中での再生を期待し、
1日建物名をあえて使用させていただいています。

有眼責仕事業組合 新宿・出書ネツトワ=ク ～ギャラリ
ーカフェの運営～

櫛蒔鑓 ふるさと～機 盆業への資霊Mか
単身の認知症等要介護高齢者に住まし,ヽを提供する自立援助ホームや、就労阻害要因を抱える方をサポニトする就労支援

ホーム、そして貧困を解決する社会的事業等の立ち上げにおける資金調達t事業投融資を行うことを目的として、2010
年2月に設立しました。NPOバンク等のフト営利金融との連携を図っています。
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『山谷』地域ケア連携をすすめる会
′ふるさとの会が地域の事業者に呼びかけて発足しました。山谷地域で活動する医療関係者、介護事業所、福祉事

務所、居住支援 NPO、その他社会サービス事業者等が集まり、それぞれの立場が抱えている課題について共有。地

域のケア体制の充実に向けて活動してしヽます。17の運営団体・個人が所属してしヽます。2去る2月 13日に台東区
立台東病院会議室にて、第1回総会記念シンポジウムを開催し、医療・介護従事者、福祉事業者、ホームレス支援団

体、研究者、行政関係者、報道機関、弁護士等、47団体より計 126名の参加がありました。

運営委員長 :浅草病院医師 本田徹 副運営委員長 :三井井記念病院 尾方欣也
事務局場定非営利活動法人友愛会 吐師秀典 特定非営利活鋭 人山友会 油井和徳
特定非営莉活動法人自立支援センターふるさとの会 滝脇憲      ‐

一、二
、労
ャｌ
ｆ
ｆ
く
‘２
．３
１
麟

ボランシ アサークリL「3bるさとの会

越年冬祭り・山谷夏祭り

日曜日は敬老室をボランティアサークルふる

さとの会が運営し、ビデオ上映、バス旅行な

ど、様々なイベントを開催しています。

ふるさとの会が30年以上にわたリボランタリーに続けてきた活動
です。路上生活者への食事提供、アウトリーチ活動をしています。

夏祭りでは、隅田川での施餓鬼供養、、屋台出店や地域のアーティス

卜を呼んで、コンサート

や盆踊りなどを、越年冬

祭りでは、行政機関の窓

口が閉まる年末年始、6
日間にわたり、隅田川で

の炊き出しや東京都の越

冬施設への出前演芸など

を行っています。

特定非営利湘鞭扶 すまい・まちづくり支援緩縮

O CDC事業展開 企画企業支援

各分野の専P3家 (NPO、 まちづくり、金融、会計、医療・保健など)が社員となり、NPOに対してコンサルティング
やアドノヽイザリー事業を行つていきます。ふるさとの会が日本版CDCを推進していくためミその多彩なネットワーク
を活用して、具体的な事業提案 。点検を行つていきます。

○ 相談室ふらうと ～ケアする人のケア～
当法人の顧間である佐藤幹夫氏にスーパーバィザーを依頼。すまい。まちづ<り支援機構からは保健師が参力0し、利用
者のみならず、ケアをする職員の抱える困難にもケアをするための相談室を設置しています。 ,         .

更生保議 人同霧 ～鶴法蔓保護者の支援～
生活再建相談センタニ

触法要保護者への相談支援を行うため「生活再建相談センター」を開設。再犯防止とホームレス化の予防として、開設
1年ほどで30名を上回る相談を受け付けt法務省をはじめ、司法関係者と連携し支援を行つています。
平成 21年 7月に、更生保護法人 同歩会として法務大臣より認可、9月に保護司として2名が委嘱されました。相談業
務・社会サービスのコーデイネートに加え、更生援助金を活用臥 公的機関が閉鎖される週末に一時保護。相談を行い、
週明けに公的機関へ繋げるという「二時保護事業 (援助金)」 を行つています。新しい更生保護事業の推進にむけたアド
ボカシ=活動にも力を入れています。
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ふ機さとの会の沿革
ボランテイアサーク凡ふるさとの余 活動開賠

ランテイアサ,クルふるさとの会」を設立。毎日曜の炊き出し(おにぎりと味噌汁)、高齢路上

1998年 4月 センター」 J助成を受ける     :
1999イ手  6 都第二 ふるさと千

特定非蛍誕活動法人 日立支援ン タニふるさとの書 設立

12月 |「就労支援ホーム・なずな」開設

2003年  4月 厚生労働省より「日雇い労働者等技能講習事業」を委託
更生施設等の清掃業務受託を開始

7月 「いろは会商店街をよくする会」を商店街と結成。いろは商店街清掃を開始

「精神障害者 例トプホーム ふるさとホニム」を墨田区に開設
平成 16年度「ホームレス地域生活移行支援事業」を開始。

2005年  4月
生活サポート及び就労サポート業務受託          ___1_… __1__¨___―一――理
職業紹介1人材派遣事業所「ワークス升 ションふるさと」開設              :
更生施設及び一般居宅被保護者等への「技能講習プログラム」提供開始          |2005年  6月

2005年 10月
2o05年 12月
2006年  3月

「自立援助ホームふるさと東駒形荘」を墨田区駒形に開設
「地域生活支援センター「すみだ」」を墨田区向島に開設
「自立援助ホームふるさとホテル三晃」を台東区清川に開設

「自立支援センター墨田寮」生活相談業務の委託が終了
厚生労働省

‐
日雇い労働者等技能講習 託が終了

2007`手  4 用弱者の求人 目的とした「株式会社ふるさと」を設立

2007年  8月 |

2008年 3月 |

ホームレス就業支援推進協議会に職員を派遣
精神障害者グリトプホーム 第 2ユニットを開設
「ホームレス地域生活移行5

墨田区より「元ホームレス自

就労サポート業務の委託が終了

2008年  4月 プログラム事業」を

生活再建相談センター設立

6月
8月

10

2004年  5月
2004年 11月
2004年 12月

2008年 8月
2008年 12月

2009年  2月

「ふるさとあさひ館」ならびに「訪問ヘリリ ―ヾステーションふるさと」開設
「日米ホームレスサービス供給者交流プログラム」に参加

「山谷地域ケア連携をすすめる会」を共同立ち上げ

就労支援ホーム「2丁ロノヽウス」ならびに日まるかぜ」を開設
有限責任事業組合新宿・山谷ネットワークを設立
ふるさと共済会を発足                (
「高齢被保護者等の地域における居住確保とケアの二一ズ調査及びシステム構築の方法に

関する研究会」(略称 :支援付き住宅研究会)発足

2006年  4月
2007年 2月

|       |「 相談室ふらつと」発足                               '
「~面軍

~万
肩
~l種

:塑:     藍萱種        ~~~~~~~~~り支援機構を設立  ヽ              :
ニ ノ 童 半 FH払

iイ
事業開始                  :
同歩会」設立。更生保護法人として法務大臣より認可  :
(社会福祉推進事業)の申請が受理 (「高齢被保護者等の |

l調査及びシステム構築の方法に関する研究」事業)  :

」を受託                     :

2010盗F  3月 ・朝日館Jを開設
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一そのための政策提言-    2010510
第3回生活保護受給者

暑せ含雲糞電醤子を慕臭基
ふるさとの会/日 本精神保健福祉士協会 滝脇 憲

NPO法人ふるさとの会による山谷・塁田地域で
切れ 目の無い地域密着サービスを提供する包括的な支援システムを構築

日常生活田域に
中間通過施設   第二種社会福祉事業宿泊所  4棟 104名   要介謹 三障害

自立援助ホーム       4棟 135名   要介護 三障害
※認知症特化型      1榛 ,2名   要介護 認知症
誂労支援ホーム       3棟 21名   母子 三障害
緊急就労居住支援事業   `棟 10名   派遣切り稼働層

在宅      地域生活支援センター     2ヶ 所692名   困窮単身

中間施設     グループホーム       2ユ ニット13名   困窮 三障害
(特定)       (シ ョートステイ含 )

社会サービス   給食センター       1ケ 所 750食 ′曰
(基盤)     ヘルバーステーション    1ケ 所 中間施設 在宅 簡宿

株式会社ら、るさと     `ヶ 所 29名 雇用 アバート保証365名
就労支援推進協議会   156名 職場体験講習受講
ワークステーション    58名 雇用有料職彙紹介権及び人材派遣葉登録
生活再建相談センター   64名 刑務所出所者〈高齢 障害)

CuCS    地域ケア連携をすすめる会  47団 体個人
(地域ケアネット)            基幹病院、診療所 (内 14、 精神科、歯科 )

訪間看護 介護 デイケア デイサービス

保健所 福祉事務所 消防署 食品会社など

ホームレス自立支援事業の課題
①「たまゆら火災」
・困窮単身要介護高齢者

特に認知症単身高齢者の援助

②「派遣村」
・住居と職を失つた

若年稼働層失業者

*路上生活者 :34%に

地域に広がる困窮・生きづらさ

倍
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日
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率
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′3ヽるさとの会のミッション

生活困窮者が地域のなかで、安定し

た住居を確保し、安lbした生活を実

現し、社会のなかで再び人としての

役害」や尊厳・居場所を回復するため

の支援を事業として 羮J厖髪目甲犠
行うこと

荒 り|1区
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‐宿泊所 103名

・自立援助ホーム 163名

ふるさとの会利用者像

地域居宅 i692名
生保世帯 376名

就労世帯 316名

うち、アパート保証 365名

グループホーム 13名

入 所 者 像 (宿泊所、自立援助ホーム)合計 258名 20103

【年齢構成】258名 総計    介護
(65歳 以上が158名 612%)  、要介護認定   計 155(6010/Ol

―

 蘇肇|:,箋 暫
・

1'鱈
4唯    19名    要

3肇8121亀  
要介護4[Ю 名

50代      38名

60代    94名   認知症患者(要介護認定問わず)
70代以上  lo4    103名 (39.9%)

二 障 害  手帳取得者のみ 計 90名 (349%)

要介護・三障害
いずれかに該当する
208/258

(8060/o)

人工透析              身障 1

統合失調症         申請中

70代 未受診     杖歩行            カフ・ヤルH
40代  A:DS                      サウナ

|| [|ギ
llil[|]〔

: 
要支援2身障4(1:]]〕 )

50代 ′ゞ―キジソン、認知       介護3 身障2  有料H   茨城県
70歳  肝炎、脊柱管狭窄 車格子  介護4      /病院 ヽ  近隣病院
50代  A:OS、 認知症  左手マヒ  介護3 身障1 / 病院   ヽ都立病院
60後  DM、 ′ヾ―キンソン  歩行困難 申請中     ′ 病院   ヽ他区病院
DM、 認知症   歩行不可  介饉3     1 療養病床 l都下、医療
統合失翻症、アルコ           精 申請中 精神科病味 他県

本り脅き 1象

`地

1或 ,        ●:1680= '● 10■ 2つ l'■

介護
X要介饉認定 計  5 名 ( 07% )        【年齢構成】 642 名総ll

薔認 ::ξ 姜乗膨 |♀ 倉  "ロ
署註雪 | :重 

要介饉4 : 0名        40ft  
“
 名

50代   204 名

認知症患者(要介護認定問わず)   6は   295名
6 名 ( 09'o )          70代 以上  83 名

(65歳 以上が 215名  316%)

三 障 害 子臨敬得首  計 6 名 (09%)

要介護・三障害
いずれかに該当する

7 /680
(  1000

Ь羞13こ Z怪 18三    _
L織 :8三 黎 1名    aL―
18'障ξ●Iち級: 。 名3ゅ : 0 名
捕18E5級 0名 6級

i O名 _

政策提言～新たな社会保障制度に向けて

困窮・単身・要介護・高齢/障害のく四重苦〉を抱える人々の
地域居住を保障するための生活保護制度の改革

2010年 5月 7日 第2回「支援付き住宅推進会議」

第一提言 地域生活支援サービスの現物給付

(1)日 常生活支援の制度化

(2)単独給付可能な現物サービス

第二提言 制度の隙間を埋めるコーディネート

機能=サポートセンターの設置

第二提言 地域協働型支援付き住宅の制度化

第一提言 地域生活支援サービスの現物給付

(1)日 常生活支援の制度化
・ く四重苦〉=自 助と互助の喪失

酬 暴肇牌 巫 縁:メ
自助 を支える新

鰐当纏雲父

公助 生活保護など

。家族的機能 =日 常生活支援
・食事、排泄、睡眠、清潔、活動の支援
暮らしの中で〈つながり〉をつくるコミュニケーション

認知障害を生活障害にさせない

・介護保険外の機能

定期的な見守り、生活相談、服薬支援、通院同行、緊急時対応など

→9番目の扶助として「地域生活支援扶助」の制度化ヘ
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第一提言 地域生活支援サービスの現物給付

(2)単独給付可能な現物サービス

・生活保護基準未満の低所得世帯の推計

229万世帯/45万世帯
*漏給を表すものではない(厚労省 )
*雇用保険と生活保護の間をつなく「`第2のセーフティネット」

→高齢世帯への対応

→日常生活支援の現物給付 (単独給付含む )
・個別の生活ニーズに応じた対人社会サービス

→施設依存からの脱却

→現に住んでいるアパートや公営住宅を「支援付
き」に

第二提言
地域協働型支援付き住宅の制度化

・ 低廉で地域に根差した支援付きの住まい
。既存ストックの活用 (住民ネットワーク)
。自治体・NPO連携 (住民の福祉 )
・地域ケアネットワーク

・ 課題
・防災設備
・バリアフリー化
。大都市部の地価
・パーマネント住宅 (ターミナルケア)

在宅生活継続が可能な
新たな社会保障制度のために

従来の医療・福祉サービスで対応が難しい困窮単身/
要介護高齢者に(日 常生活支援の必要な人 )

日常生活圏域で

24時間緊急対応可能な在宅医療・介護の

地域密着サービスシステムをつくり、

従来の医療・福祉サービスと連携により、福祉の重心
が在宅生活支援へ移行することに寄与。

(措置・施設 )→ (契約・在宅 )

第二提言

制度の隙間を埋めるコーディネート機能
=サポートセンターの設置
・ 生活保護の自立支援 (実施体制上の問題 )

→「新しい公共」=企業、NPO、 市民の協力
・ 自立支援プログラム

→民間事業者等への外部委託(アウトソーシング)

→セーフティネット支援対策等事業費補助金の活用

・ サポートセンター
・日常生活支援の直接提供
・地域居住の場や社会サービスのコーディネート

→制度の隙間を埋める

鯰
第二種社会IEll事 業宿泊所
千東館 (台東区 ) ふるさとの会

居住支援

嬌■障害者グループホーム

魃

日常生活支援に求められる内容

医壼・保■・福社の⇒

専門性

家族的機能→ |

醐 悩愧鵞

医療・介護・行政機関との調整
カンフアレンス開催など



地域での相談拠点 (生活支援の継続 )

地域生活支援センター「すみだ J

地域生活移行支援事業
生活サポート Om名を支援
墨口区台東区 他区

宿泊所 簡易旅館

居宅 (アパート)

元ホームレス崚保腱者   |
自立生活支援プログラム」 ,

墨口区委籠事業    |

62名 動同 IB麟  講習会  |

|1難 鯛顔透 ‐

―
 
―

‐ /

ら、るさと共済会

共同購入 販売等
105名 登録 (■■ぁり

2010/5/10

地域ケア連携をすすめる会 第1回 総会記念シンポジウム

「単身低所得高齢者・障害者の地域生活支援と居宅サービス・
医療サービスの連携J

日時 :2010年 2月 13日 (土 )14時～17時半
会 場 :台東区立台東病院会議室

参加者 :医療 介護従事者、福祉事業者、ホームレス支援団体、研究者、行政関係者、

報道機関、弁護士等、47団体より計126名 が参加

記念講演「認知症ケアから見た単身困窮高齢者の地域生活支援 J

粟田主一氏東京都健康長寿医療センター 自立促進と介護予防研究チーム研究部長

ふ る さ と共 済 会 (共同購入・販売)

|「ふるさと」メンバーズカード

就労支援

4

地域生活支援 (アフターケア)
(居宅)アパート 692名

地域生活支援センター (共同リビング)

台東、すみだ 026名

地域生活移行支援事業

生活サポート:380名

元ホームレス被保護者自立生活
支援プログラム

塁口区委託事業 62名
豊島区委託事業 70名

【城北労働 福祉センター分館敬老皇】
管理委託  100名 /日

-
介離事業所と遣携による日常生活支援

訪間安否確認

四手のイベント(花見 花火 バス旅行 クリスマス会など)

―

医師 保健師 ケアマネ等とカンファレンス開催
介雄認定立会い

年金などの各種手続き相Bl代行
通院彙診攘助

Ml+oMl
90Ю「yCαёこ8製雀pF

ねじ工場として地域にそ

富製作所』の建物を改載し、ギャラリースペースとして新
たにオープンしました。
アートの楽しみ方に出会う「場」を提供するとともに、コ
ミュニティカフエとして、ふるさとの会事薫の利用者、ポ
ランティア、職員、地燎の方々などが氣い、自由に情報を
交換しながら、くつろげ0「場」を
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コミュニティビジネスと雇用

自立援助ホームを基点に

困窮単身/高齢・要介護・三障害を抱える方ヘ

地域密着サービスを提供する事業を

コミュニティビジネスとし、 【雇用】を生み出す

就労支援ホーム(2丁ロハウス、はるかぜ 095現在 )

１

一　

２

　

一
３

バ、る さとの会 は

高蛉・疾病 。障害を持つ生活困窮者の
地域における居住・生活・就労を

「ケア付就労支援プログラム」を導入
雇用側が就労をされる方のペースに合わせて職場環境を整える。職場内での
見守り、就業時間、労働内容などフレキシブルに対応することで、就労の「リハ
ビリ訓練Jを行う。

雇用実績(lo 3現在)

ふるさとの会 186名職員のうち

元ホームレス、被保護者等 72名 を雇用 (38%)

101～ 緊急就労・居住支援事業(都受託)10名 雇用
ふるさとの会   29名

株式会社ふるさと  33名 清掃・賄い補助

ヘルパーステーション  10名

職場体験講習156名 受け入れ実績

需要 1億円あたりの雇用創出人数
単位 1人

社
会
保
障
分
野

4,786

8,609

公共事業         9′ 970

運輸             9,9ol

農林水産業

-6′
342

国立社会保障 人日問題研究所



〓
〓
０
∞
コ
“
回

（斗
）

―

珊
洲
潮
酬地
元
で
元
気
に
老
い
る

持ち家でミニ老人ホーム

そば屋を営みながらゲス トハウスも運営 し、近所の持ち家を老人ホ
ー

ムとして提供 している鈴木さん (16日 、墨田区で )一中司雅信撮影

ネ
ギ
ト

ロ
天
せ
い
ろ
　
９
８
０

円
。
日
本
そ
ば
の
寿

々
喜
屋

（
墨

田
区
石
原

）
で
は
、
こ
れ
が
、　
一

品
も
の
の
最
高
値
。
ぜ
い
た
く
の

極
致
。

店
の
２
階
と
３
階
に
あ
る
、
下

宿

ス
タ
イ
ル
の
グ

ス
ト

ハ
ウ

ス
の

住
人
た
ち
は
め
い
め
い
、
月
に

一

度
、
部
屋
代
持
参
で
や

っ
て
く
る
。

す
る
と
、
店
主

で
、
大
家
の
鈴
木

隆
司
さ
ん

（
５２
）
は
ヽ
店
の
品
を
各

自
―
品
ず

つ
振
る
舞
う
こ
と

に
し

て
い
る
。

当
初

こ
そ
遠
慮
し
て
、
安
め
の

直
線
に
。

「
あ
い
つ

ら
ぁ
ぁ
！
」
と
、
生

ま
れ
育
ち
が
下
町
の

鈴
木
さ
ん
、
け

っ
こ
　
　
　
の
　
　
　
¨

う
回
は
悪
い
。

６
年
前
、
ゲ
ス
・

ハ
ウ
ス
の
オ
ー
プ

′ヽ

当
初
は
、
欧
米
か
と

の
バ
ッ
ク
パ

ッ
カ
・

め

た

お

兄

ち

ゃ

ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん

¨
一
　

　

　

た
ち
が
、
東
京

ヘ

・＝
り
′
　

　

行
け
ば
何
と
か
な

ガ
イ
ジ
ン
は
消
え

た
ぬ
き
そ
ば
あ
た
り

で
き
り
あ
げ
　
　
ま
ず
地
方

で
吹
き
荒
れ
た
リ

ス

た
連
中
も
、
慣
れ
る

に

つ
れ
、
た

　

ト
ラ
、
倒
産
の
嵐

。
鈴
木
さ
ん
に

ま
ら
ず
、
リ

ッ
チ
な
ネ
ギ
ト

ロ

一
　

よ
れ
ば
、

「
失
業
手
当
を
握
り
し

人
生
に
、
よ
り
大
き
な
意
味
を
持

つ
事
態
の
先
駆
け

に
過
ぎ
な
い
こ

と
に
、
や
が

て
気
づ
か
さ
れ
る
。

自
身
の
５０
代
を
前
に
し
て
、
高

齢
の
父
と
母
が
重
い
疾
患

に
侵
さ

れ
て
し
ま
う
。
こ
う
な
る
と
、
父

も
母
も
老
人
ホ
ー
ム
を
頼
る
以
外

に
、
選
択
の
余
地
が
な
い
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
。
死
ん

で
い
く

ま
で
、
受
け
身

で
生
き
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
る
。

父
母
を
ホ
ー
ム

ヘ
送

っ
て
い
く

道

々
、
何
度
も

つ
ぶ
や
い
た
と
い

う
。

「
明
日
は
我
が
身
」
と
。

鈴
木
さ
ん
は
言
う
。

「
東
京
の

街
は
、
年
寄
り

ほ
冷
た
す
ぎ
る
。

老
人
が
片
隅
に
追
い
や
ら
れ

て
い

る

の
が

い
ま

の

風
景

。

大

手

を

振

っ
て

偉

そ

う

に
し

て

い

る

の

が

当
然

な

の

に
。
欧

米

の

街

角

に
は

、

老

人

が

元

気

に
た

む

ろ

っ
て
い

る

。

そ
れ

が

当

た

り

前

の
は
ず

」

そ
れ
で
は
、

こ
の
東
京

で
、
高

齢
者
が
も

っ
と
自
由
に
生
き
る
こ

と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

鈴
木
さ
ん
が
提
唱
す
る
の
は
ミ

ニ
老
人
ホ
ー
ム
の
ア
イ
デ

ア
。
鈴

木
さ
ん
に
は
、
は
じ
め
、
父
親
と

母
親
の

つ
い
の
住
み
家
と
し
て
建

て
た
家
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
親

た
ち

に
は
住
み
さ
れ
な
い
と
わ
か

っ
て
く
る
。

そ

の
時

点

か

ら
街

へ
向

か

っ

て
、
そ
の
家
を
開
く
こ
と
を
考
え

る
。つ

ま
り
、
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て

活
用
し
、
で
き
れ
ば
地
域
の
高
齢

者
た
ち
に
住
ん

で
も
ら
い
た
い
。

街

へ
向
か

っ
て
開
か
れ
た
老
人
ホ

ー
ム
で
あ
る
。
２
月
に
開
設
し
た

老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
運
営
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
ね
ら
れ
る
。

鈴
木
さ
ん
の
言
う

「
街
の
大
家

さ
ん
」
が
生
ま
れ
て
い
け
ば
、
地

域
の
人
た
ち
の
手

で
、
高
齢
者
の

自
由
を
東
縛
す
る
の
で
は
な
く
、

温
か
く
見
守
る
体
制
が
生
ま
れ
る

の
を
期
待

で
き
る
。

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
）

も
目
立
ち
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
だ

　

た

」
と

。

っ
た
が
、
ま
も
な
く

一
変
し
た
。
　

　

し
か
し
こ
れ
は
、
自
分
自
身
の
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毎日新聞朝刊 社説

二
■
社
合

日
焼
け
し
た
顔
に
汗
を
浮
か
べ
て

階
段
を
上
る
。

「き
ょ
う
は
暑
い
ね

え
。
ご
飯
？
　
好
き
嫌
い
な
い
か
ら
、

何
で
も
食
べ
ま
す
よ
」
。
毎
朝
６
時

前
か
ら
Ａ
さ
ん
（
８‐
）
は
公
園
を
回

っ

て
革
む
し
り
を
し
て
い
る
。
認
知
症

は
あ
る
が
元
気
だ
。
東
京
都
墨
田
区

に
あ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ
と
の
会
の

「ふ
る

さ
と
晃
荘
」
に
Ａ
さ
ん
が
や

っ
て
き

た
の
は
１
年
前
。
入
所
し
て
い
た
老

人
施
設

「静
養
ホ
ー
ム
た
ま
ゆ
ら
」

が
火
事
に
な
り
１０
人
が
犠
牲
に
な

っ

た
。
東
京
都
墨
田
区
か
ら
の
６
人
も

含
ま
れ
て
い
た
。
Ａ
さ
ん
は
生
き
残

っ
た
１
人
で
あ
る
。

日
本
の
高
齢
化
は
世
界
最
先
端
を

走
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
段
階

に
進
ん
で
い
る
。
高
齢
化
の
主
舞
台

が
地
方
か
ら
都
市

へ
移
り
、
か
つ
て

な
い
量
と
速
度
で
高
齢
層
が
膨
張
し

て
い
る
の
だ
。
部
内
で
は
認
知
症
や

軍
い
す
の
路
止
生
活
者
も
い
る
。
家

族
が
介
護
し
そ
れ
が
無
理
な
ら
施
設

へ
と
い
う
、
わ
が
国
伝
統
の
Ａ
高
齢

者
福
祉
の
か
た
ち
Ｖ
は
転
換
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
介
護
す
る
家
族
は
疲
弊

し
、
施
設
を
建
て
る
財
政
の
余
裕
も

な
い
。
む
し
ろ
劣
悪
な
施
設
で
心
身

の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
が
問
題
に

な

っ
て
い
る
の
だ
。

古
い
ア
パ
ー
ト
を
改
築
し
た

「
ふ

る
さ
と
晃
荘
」
に
は
１８
人
の
高
齢
者

が
暮
ら
し
て
い
る
。
生
活
保
護
で
部

屋
代
や
食
事
代
を
賄
う
た
め
居
室
は

狭
い
が
、
す
べ
て
個
室
で
空
調
付
き

だ
。
若
い
職
員
を
中
心
に
勤
務
体
制

を
組
み
、
訪
間
医
療
や
看
護
な
ど
必

要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使

っ

て
入
居
者
の
生
活
を
守

っ
て
い
る
。

墨
田
区
は
行
き
場
の
な
い
高
齢
者

を

「
た
ま
ゆ
ら
」
に
送

っ
た
が
、
区

内
に
は
空
い
て
い
る
店
舗
や
ア
パ
ー

ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ふ
る
さ
と
の

会
は
空
き
物
件
を
改
装
し
て
生
活
困

窮
者
や
高
齢
者
に
２４
時
間
体
制
で
寄

り
添
う

「支
援
付
き
住
宅
」
を
試
み

て
い
る
。
認
知
症
や
末
期
が
ん
の
人

も
珍
し
く
な
い
。
家
族
や
金
が
な
く

て
も
街
で
孤
立
せ
ず
最
期
ま
で
暮
ら

せ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

深
刻
な
財
政
難
に
直
面
し
な
が
ら

年
々
増
え
る
社
会
保
障
資
を
背
負

っ

て

い
る
の
が
今

の
日
本

の
姿
で
あ

る
。
し
か
し
、
暗
い
未
来
図
ば
か
り

描
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

医
療
や
介
護
は
雇
用
の
受
け
皿
だ

け
で
な
く
、
高
度
技
術
が
集
積
し
た

付
加
価
値
の
高
い
成
長
産
業
と
し
て

も
期
待
さ
れ
る
。
高
齢
者
の
経
験
や

知
識
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
拡
大

に
乗
り
出

す
企
業
も
あ

る
。
０９
年
の
国
内
の
消
費
支
出
は
前

年
よ
り
落
ち
た
が
、
６０
歳
以
上
だ
け

が
伸
び
た
。
消
費
者
と
し
て
も
高
齢

者
は
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
い
ず

れ
は
欧
州
や
ア
ジ
ア
各
国
も
日
本
に

続
く
。
地
球
規
模
で
人
類
は
長
命
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

成
熟
し
た
社
会
や
文
化
を
築
く
先

頭
を
私
た
ち
は
走

っ
て
い
る
。

「
長

命
社
会
」
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
る
道

を
視
点
シ
リ
ー
ズ
で
探

っ
て
い
く
。

都市の高齢化を希望に 論説委員駅椰

2010.5.7
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新
た
な
．扶
助
、提
言

臨
鯖饉

国
に
働
き
か
け
へ

介
護
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず

身
寄
り
が
な
い
な
ど
で
適
切
な
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
高
齢
者

ら
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

が
７
日
、
墨
田
区
内
で
会
合
を
開

き
、
通
院
の
付
き
添
い
や
異
変
時

の
対
応
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
を

生
活
保
護
の
新
し
い
扶
助
と
し
て

鮮

議
な
部

繁

諄

．

向
け
国
な
ど
に
働
き
か
け

て
い

′く、。会
合
は

「支
援
付
き
住
宅
研
究

会
」

（
委
員
長

・
山
岡
義
典
日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）
の

主
催
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

あ
た
る

「
『
支
援
付
き
住
宅
』
推

進
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
福
祉

・
介
護
の
専
門
家
ら

約
４０
人
が
意
見
交
換
し
た
。

提
言
で
は
、
身
寄
り
が
な
く
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
認
知
症

や
末
期
が
ん
の
患
者
で
も

「地
域

に
お
け
る
家
族
的
な
生
活
支
援
や

定
期
的
な
見
守
り
な
ど
が
あ
れ

ば
、
多
く
の
人
が
、
施
設
に
入
る

こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

在
宅
生
活
が
で
き
る
」
と
指
摘
。

こ
う
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

単
独
で
受
給
で
き
れ
ば
、
年
金
を

受
け
取

っ
て
い
て
も
生
活
支
援
が

な
い
た
め
に
病
気
な
ど
が
重
篤
に

な
り
が
ち
な
単
身
者
の
介
護
予
防

に
も
な
り
、
医
療
費
の
増
大
に
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
か

ら
医
療
や
介
護

・
福
祉
の
各
制
度

へ
の
橋
渡
し
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
４
役
に
、
一一Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
の

参
入
を
認
め
ヽ
地
域
の
空
き
家
な

ど
を

「支
援
付
き
住
宅
」
に
改
修

す
る
際
の
制
度
的
な
保
障
や
防
火

設
備
の
設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

へ
の
公
的
補
助
を
求
め
て
い
る
。



支援付き住宅推進会議 (50音順)

【共 同 代 表 】

高橋 紘士   国際医療福祉大学大学院教授兼医療福祉学部教授 (福祉政策、介護保険論、地域ケア)
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【支援付き住宅研究会の取り組み】
平成 21年 2月 25日
「高齢被保護者等の地域における居住確保とケアのニーズ調査及びシステム構築の方法に関する研究会 通
称 :支援付き住宅研究」(平成 21年度厚生労働省社会福祉推進事業)を発足
同年 3月 19日
「静養ホームたまゆら」で火災

同年 4月 20日
厚生労働省記者クラブにて「高齢の生活困窮者が安心して生きていける『支援付き住宅』の緊急提言」
同年 5月 11日
S、るさと晃荘見学会 。意見交換会 (行政・学識経験者 。マスコミ 。医療関係者)
同年 8月 1日
第 1回「支援付き住宅推進会議」
同年 10月 12日
「支援付き住宅推進会議」設立発起人会議
シンポジウム ～たまゆらの悲allを繰り返さない～「都内・各地域に『支援付き住宅』を」開催
後援 社会福祉法人東京都社会福祉協議会医療部会・『山谷』地域ケア連携をすすめる会
協賛 ホームレス支援全国ネットワーク

平成 22年 3月 19日
「～たまゆらから一年～メディアカンフアレンス」を開催
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結果 (3)支援付き住宅の利用者像 (利用に至るプロセスのカテゴリ抽出)
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出典 「支援付き住宅」における生活困窮高齢者へのケア実践
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結果(4)職員の生活支援実践を構成する要素
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ふるさとの会ケア研修
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1研修の目的

ITI:百諧 善

=援
に必要な幅広い基礎的知識の習得

2.緊急時に必要なアセスメントと初期対応ができるようにする

すまい・まちづくり支援機構
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無1度理解

1 介護保険 介護保険の申請手続き・介護保険で利用でぎる
ノオー ゞツト

⊆宣墨∠≧ヒ立
=卜
1量会サービス調整シート2 生活保護 生活保護事例報告。入退所報告書

3 自立支援法
望222望生セ

「

卜・社会サービス調整シート)4 ホームレス自立支援法 ホームレス自立支援法についての基本知識 入1同百F↓B4じ 膚ヒ
5 更生保護 更生保護の基礎知識 。身元引き受けについて。保護観宣官ル保曇罰ルハ結雌
6 就労支援

タト
=ベ
ノエ !́´、/~~ト

称 力 又 抜 り 雨り反 ψ 活 用・7ィ JIざ昴 Fψ 考 え 万 !平 2い て 就労支援サービズ
7 多重債務 多重債務の整理についての基本知識 金銭管理

金銭管理
8 権利擁護 後見人制度についての基本知識   ~

―

―

―

―41 個人情報保護・守秘義務
個人情報取扱改善シート

対象者理解

9 知的障害。発達障害 刈 rtJ I埠 音・冗 瑾 1厚音 Cほ 、こ の よつな 王 ,古困 難 が あ る か 知的障害・発達障害事例報告
10 高齢者・認知症対応 認知症事例報告
アルコール依存・アディクション アルコール対応の基本 飲 洒 廿 威 錦 善

12 力依存 薬物依存の実態
統合失調症の理解

薬物依存事例報告書
13 充合失調症 統合失調症事例報告
14 不安神経症 ,うつ 不安神経症やうつの基本的な理解と対応 不害神経席喜伽1鍋各 .らっ
15 HIV HIVの基本知識と理解 感染症事例報告
16 性の理解 Iソンマル マ呵ノリアイの不J用百への理解・セワハラ対応について 竺二重堕る事例報告
終末期のケア 終末期の理解とケア 終末期ケア事例報告書
18 刑事施設出所者 刑事施設出所者への理解と対応 同歩会フェイスシート
自殺のリスクと対応 自殺のリスクの高い利用者の理解と対応 目殺リス2翌911報告
20 路上生活 路上生活の心身への影響 誅上牛活者 す燿車布‖朗

=菫
丁
~~~~~~

21 虐待・暴力 虐待と暴力について考える 語
22 人格障害 境界性バーソナリティ障吾の理解と対応 /自 傷・リストカットヘの対応 人格障害事例報告

~

糖尿病 糖尿病の基礎知識 '日常生活の注意点など 糖尿病事例検討報告書
38 結核 縮核の基礎矢口識・DOTSの理解 (感染症事例報告 )

Ⅲ コーディネート

23 カンファレンス カンファレンスの実際(どのような時期1こどのように開催するか)~ 型ンフアレンス冨d録
24 アセスメントの方法 必要な支援・サービスを考える視点
25 社会サービス機関との連携 社会サービス機関との連携・トラブルなど 朴全サービスコ重瓦==26 対人援助論 対人援助論の実際 対人援助事例報告
42 ケアとアート ワ/こ /~卜につし`し/日 E3表現に2量■∠重

=2り
~カフエの役割と活用 なし

生活支援

金銭管理 金銭管理の基本・帳簿つけ 金銭管理
28 管理 服薬管理の基本・服薬管理ミスをしないために 服薬管理
29 喫煙対応・防災 隋 flf"幽頓 赫 虐 錦 生 童
30 介護基礎知識①外出移動 介護技術の基本・車いすの操作など なし
介護基礎知識②食事 「 設 慎 711υ

り養

^・
艮 手 日常牛活介進汁押幸麻書。′_〔

40 介護基礎知識③排泄 介護技術の基本・排泄ケア 日常生活介護状況報告シーF
計測 い 湿 の :よ刀 リ`カ 、■lll■ 訂 り 惧 い 力 ぴ と なし            ~

感染症墓伽1錦告32 感染症対策 基本的な感染症対策・シラミ対策・が癬対策1ィ Fウイルス対策
33 応急処置 欠命講習

34 体調不良時の対応 看護師・医師への連絡と対応 休調不 自時の計 歳τ _ト

医療的ケアの範囲 医療的ケアについて

36 救急搬送 救急車の呼び方 救急 | l送
*冥 1際の支援畢例をもと| て し い形式での研修を行う

フ




